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実践報告・資料
１．はじめに
　知的障害の特別支援学校の遊びの実践について，「特
別支援学校学習指導要領解説総則等編」（文部科学省，
平成21年）には，次のようにある。「遊びの指導は，遊
びを学習活動の中心に据えて取り組み，身体活動を活発
にし，仲間とのかかわりを促し，意欲的な活動をはぐく
み，心身の発達を促していくものである」そして，福井
大学教育地域科学部附属特別支援学校小学部の遊びで
は，ロングスパンの実践の中で，子どもが主体的に遊び
を作り上げていくことを大切にしている。そのためには，
教師が子どもの思いを大事に生かそうとする姿勢が重要
であろう。
　遊びとは，子どもが自分から進んで素材や遊具に向き
合い，人と係わる中で，夢中になったり没頭したりする
ものであろう。本校小学部の遊びは，そういう子どもの
主体性を大事にしながら，クラスの集団でルールのある
遊びを作っていくという性格がある。
　子どもが一人一人の遊びに没頭している段階から，友
だちと一緒に遊ぶ姿が見え始め，次第にルールが確立さ
れた集団での遊びになっていくということが，しばしば
実践のまとめとして言及される。そういうきれいな遊び
の展開の様を見たとき，子どもの思いが実際はどのよう
に変容していったのか，もっと詳しく表す必要を感じる
ことがある。というのも，「個の遊びから，仲間，集団へ」
という展開は，教師の理想とするものの１つではあるだ
ろうが，それが本当に子どもが主体的に作り上げていっ
たものかは，実践の外枠を追って行っただけでは見えて
こないからだ。
　子どもは，良くも悪くも教師の影響を受けやすい。も
しかしたら，教師の思考に子どもが沿ってしまっている
ことはないだろうか。本当に子どもの思いや思考が展開
しているかは，細かく吟味される必要があろう。
　もちろん教師の教育的意図を伴う働きかけは重要であ
る。ただし，それがいかに子どもの思いに沿ったものか
という点を重視して，本実践報告を記述したい。教師が
どういう意図で働きかけ，子どもはどう受け止めたのか，
子どもの行動の背景にある思いを丁寧に考えながら，子
どもが主体的に取り組む実践のあり方を考えていきた
い。
２．遊びの実践について
１）学級の環境
　今回取り上げる実践は，小学部２組で取り組まれたも
のであり，２組には中学年の３，４年生が３名ずつ計６名在
籍している。教師は，私を含めて３名が担任であり，私
以外の１名が遊びの担当となっているが，担任同士で意
思疎通を図りながら遊びの実践を行っている。基本的に，
子どもの思いをもとに遊んでいき，興味関心の幅を広げ
ながら，徐々に集団を意識し，ルールのある遊びを確立
していくことを重視している。
　２組の遊び場は，遊戯室や前庭，体育館を使用するこ
とが多く，前年度は体育館で大玉や平均台を利用した遊
びを作り上げていった。４年生の３人は，前年度の経験
があり，特に本実践報告で中心的に取り上げるタカヨシ
君は，どんな遊びをしていこうかというイメージをいく
つか持っていた。
　小学部２組の一日の流れは，図１のようになっている。
帯取りの日程の中で，基本的に毎週火曜，水曜，木曜の
11時から12時過ぎころまでが遊びの時間となる。
　朝の会で遊びの相談をすることもあり，その日に何を
したいかや，ルールをどうするかなどの話し合いを主と
して行う。また，個別学習の時間や昼休みに，遊びで使
うものを製作したり，ルールなどの相談をしたりするこ
ともある。
　遊びは年間を通したロングスパンの形をとっている
が，行事の活動などで，遊びを行わない時期もある。５
月末の運動会の時期，７月のプールの時期，10月の学校
祭と合宿の時期などは遊ぶ時間が事実上取れなくなる。
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また，９月は教育実習生が学級に入り，一緒に実践を行っ
ていくことになる。３学期は，期間が短く，行事も多い
ことから，遊びの時間が十分に確保されず，それまでの
遊びとは別形態となることが多い。
　本実践報告では，平成23年度の１，２学期（４月～ 12月）
に行われた遊びの実践を取り上げる。
　
２）児童について
　本実践報告内で名前が挙がる児童４名について，学年
と性別は表１のとおりである。実践の主な事例対象であ
るタカヨシ君のみ，より詳細に紹介する。
名前 学年 性別
タカヨシ君 ４ 男
モモコさん ４ 女
コウヘイ君 ３ 男
ショウ君 ３ 男
※注 　この実践報告内の児童の名前は仮名である。また，
この実践記録に事例と写真を掲載することについて，
対象児の保護者の了解を得ている。
表１　児童４名の学年と性別
タカヨシ君について
・ 基礎疾患：自閉症　（WISC ‐Ⅲ　言語性IQ：100，動
作性IQ：82，全検査IQ：90　H23.2実施）
・ 国語・算数は，学年相応に近い内容を学習している。
理解力はあるが，活動全般で行動に時間がかかる。
・ 前年度のクラス遊びでは，いろいろなアイディアを出
して活動を引っ張った。
・ 勝ち負けに固執することがある。勝負になると気持ち
が高まって，自分が負けることを受け入れにくく，気
持ちの調整が難しいときもある。
タカヨシ君に対する教師の願い
・ 活動の意味を積極的に捉え，主体的に考えて行動でき
るようになってほしい。
・ 友だちを思いやれる学級のリーダーとして行動できる
ようになってほしい。
３．もとになった資料と記述の方法
　この実践報告は，平成23年度の小学部２組の朝の会と
遊びの時間の様子を記録したもの（平成23年４月から11
月まで随時記録した48日分）とタカヨシ君の平成23年
度の連絡帳をもとにしている。
　なお，実践の過程を記述する上で，子どもの思いと行
動，教師の思いと働きかけを，私の省察を織り交ぜなが
ら記述した。それは，実践における実践者の思いを詳細
に表すことによって，子どもの行動に背景にある思いと
それに教師の働きかけがどう影響したのかをより正確に
表そうとしたものである。また，読み手に実践者の意図
を踏まえながら実践の過程を読み解き，価値付けてもら
うことを意図している。
　記録をもとにした実践の様子を□の中に記述したが，
記録の引用ではなく，事実の記述に加えて，私の解釈も
含めた子どもの思いを表し，実践における子どもの思考
の流れが読み取りやすいように記した。枠外の記述は，
私の当時の思いやその後に省察した部分である。
４．実践の過程
１）子どもがまず楽しみたいこと（4/13 ～ 4/20）
　遊び始めは，まず子どもたちの自由な遊びから入って
いく。新しくなったクラスのメンバーがどんなことが好
きでどう友だちと係わるのか，じっくり見てみよう。子
どもたちだけの遊びでは，それぞれ個々の遊びになるこ
とが多いかもしれないが，できればそのうちみんなで楽
しめる遊びになってほしいと教師側は思っていた。子ど
もが他者を意識し，やりとりをしていくことで得られる，
集団の中での学びが重要だと考えていたからだ。
図１　小学部の週時定表
　最初の遊びの時間を迎え，教師からまず何の遊びをし
たいのか子どもたちに聞いてみた。４月の遊び始めは大
抵そうであるが，「前庭で遊ぶ」か「遊戯室で遊ぶ」と
いう声が出てきた。普段から昼休みの自由な時間には，
そのどちらかで過ごす子が多く，子どもたちが大好きな
場所である。
　前庭では，ブランコが人気の遊具だが，教師と追いか
けっこをして楽しむコウヘイ君，ままごと遊びを始める
モモコさん，砂場でひたすら穴掘りをしているショウ君
など，みんなそれぞれに好きなことがあった。タカヨシ
君は，どちらかというと体を動かすのがあまり好きでは
なく，前庭へ出て行っても周りの様子を見たり，何か考
え事をしたりしていることが多かった。私がバットと
ボールを持ってきて野球に誘うと乗り気になって，投げ
たり打ったりする遊びを楽しんでいた。（4/13）
　次の遊びの時間には，「遊戯室で遊ぶ」ことになった。
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　体育館での遊びは，前庭や遊戯室のときと比べ，子ど
も同士の距離が近く，お互いの遊ぶ様子が見えやすい状
況だった。それでも個々の遊びに終始しがちだったので，
教師は，玉入れならみんなで楽しめそうだと思い，積極
的に誘ってみた。教師が声をかけ，部分的にリードする
ことで，「みんなで一緒に楽しんでいる」という雰囲気
は出た。まずはそういう経験を少しずつ積んでいければ
と考えた。
２）「みんなで楽しめるもの」は，玉入れ？大玉？（4/26）
　玉入れがまずまず楽しめたようだったので，もう一度
やりたいという思いが子どもにあるだろうか。それとも
また違う遊びの発想が出てくるだろうか。クラスの教師
たちには，「みんなで一緒に楽しむ」という方向に少し
ずつなってほしいという思いがあった。
　朝の会の話で，「ブランコ」や「こま回し」は，「みん
なで楽しめるもの」という教師の提案で採用されなかっ
た。子ども一人一人の思いをできるだけ生かしたいと，
私も他の教師も考えていたが，みんなで遊びを決めよう
という状況で，ある教師は集団遊びになるように働きか
けた。子どもたちの思いからそうなっていければ，なお
良いのだろうが，教師が遊びに介入するタイミングは，
なかなか難しいと思った。
　教師に促されると，前日の経験から「玉入れ」という
意見が出たが，実際に体育館に行くと，「玉入れをしたい」
という子どもはおらず，みんな玉入れに対し，それほど
強い思いもなかったようだ。教師から「みんなで楽しめ
るもの」と言われ，思いついたものが「玉入れ」だった
のだろうが，「本当にそれがしたい」という思いにはま
だ至っていなかった。
　朝の会の話と違う活動になったわけだが，子どもたち
が大玉での遊びを楽しんでいたので，今回は子どもの流
れに乗った上で，クラスの教師は「大玉リレー」を提案
した。子どもの思いや行動を生かしながら，遊びを作っ
ていこうという思いがあってのことだと思う。
　教師側には，遊びが，一人一人にとっての自由な遊び
だけでなく，「みんなでルールのある遊びを楽しむ」も
のにしていきたいという意図があった。タカヨシ君にも
集団を通してルールを学んでほしかった。子どもたちは，
これまでの経験から，何となくそれを受け入れていたよ
うだった。
３）みんなが楽しんでくれた「おにごっこ」コーナー
（5/10，12）
　「みんなでルールのある遊び」は，体育館の「サーキッ
ト遊び」から発展しそうだと教師側は感じていた。「サー
キット遊び」は，みんなどこかには好きなコーナーがあっ
て，物を介して発展しやすい遊びだったからだ。その環
境の中で，自分がしたい遊び以外にも関心が向かないか
という期待があった。子どもの思いを聞きながら，だれ
　朝の会の遊びの話し合いのときに，今日の遊びはどう
するか聞くと，女の子３人は「遊戯室」，男の子３人は「体
育館」と意見が分かれた。遊びの内容を聞いてみると，「ブ
ランコ」や「こま回し」，「玉入れ」など，それぞれやり
たいことを伝えてくれた。子どもたちではなかなか決ま
らない状況の中で，ある教師は，「昼休みに一人ででき
るような遊びじゃなくて，みんなで楽しめる遊びをしな
いか」と投げかけた。そうすると，前日にみんなでやっ
た玉入れが，何人かの子の頭に浮かんだようで，「体育
館での玉入れ」という意見が出て，それをしようという
ことになった。
　いざ，体育館へ出ると，みんなの関心は大玉に集まり，
転がしたり乗ったりフープにくぐらせたりといろいろな
やり方で大玉と触れ合っていた。タカヨシ君もいろいろ
なアイディアを出してくれた。アイディアマンのタカヨ
シ君は，自分の考えを得意気に発表してくれ，みんなに
トランポリンが一番人気であったが，食材の模型を使っ
てままごとするモモコさんやウルトラマンの人形で遊ぶ
ショウ君など，やはりそれぞれの遊びを楽しんでいた。
当時の記録に「クラスの子同士の係わり合いはまだ見ら
れない」とあるように，子どもたちの遊ぶ意識は，まず
物に向かうようだった。（4/19）
　前庭や遊戯室で日替わりに遊んだ後，「次は体育館」
を希望する意見が出た。体育館では，大玉，平均台，マッ
ト，玉入れなど，それぞれの子がやりたいものを思い
思いに出してきては，遊んだ。前年度の２組では，体育
館にいろいろな物を置いて，それぞれのコーナーを回る
「サーキット遊び」を何度もやったことがあり，経験の
ある４年生たちには，そういうイメージがあったようだ。
タカヨシ君は率先して，前年度使ったことのある道具を
ひと通り出してくれ，みんながそれぞれのコーナーを楽
しんだ。
　興味のある道具を一緒に使っている状況であったが，
みんなで楽しむ遊びはなかなか出てこなかった。そこで
クラスの教師は，「みんなで玉入れをやってみようか」
と声をかけ，チーム対抗で競い合った。みんな一斉に玉
を投げ合うのは盛り上がり，特にタカヨシ君は，勝利で
きたことにとても満足していた。（4/20）
聞いてもらうことが嬉しそうだった。
　遊びの終盤に，クラスの教師は，みんなで「大玉リレー」
をしてみないかと誘った。大玉リレーはみんなよく知っ
ているやり慣れた活動であった。しかし，当時の記録に，
「タカヨシ君はやる気満々。他の子はそれほどでも…」
とあったように，勝ち負けに一喜一憂するタカヨシ君に
比べて，他の子どもたちは，さほど勝ち負けを意識して
楽しんでいなかったようだ。
　タカヨシ君は，速く進むために大玉を大きく転がして
ゴールラインを通過させた。それに対して，クラスの教
師は「大玉だけ転がすのは禁止。体がゴールラインを通
らないといけないよ」と言った。勝つためにいろいろな
工夫や作戦を考えるタカヨシ君に対し，不正にならない
ように条件を付けた。勝ちたい場面で自分のことしか見
えなくなりがちなタカヨシ君に，周りの人がどう思うか
を意識してほしいと，教師側は考えていた。（4/26）
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かに体育館という思いがあれば，それを取り入れていこ
うという見通しが，クラスの教師にあった。
　自分の興味のあること以外やりたがらないことが多い
コウヘイ君がおにごっこのコーナーを楽しめたことは，
印象的だった。タカヨシ君は，自分の考えたコーナーが
みんなに楽しんでもらえて満足な様子で，張り切ってそ
のコーナーを仕切っていた。大玉という他者からの干渉
があったとき，タカヨシ君の思考に変化は生まれるだろ
うかと，子ども同士の係わり合いを最初は見守った。日
を改めて，教師が少し投げかけて，タカヨシ君なりのア
イディアを出してくれたが，今回はどうもうまくいかな
いと感じたようだった。
　「友だちと一緒にやって楽しかった」あるいは「うま
くいかなかった」という経験が，遊びを発展させるポイ
ントになると思った。
４）「やっぱりみんなでやったほうが楽しい」
（5/12 ～ 6/1）
　「おにごっこ」コーナーでは，みんなでやる遊びの形
が少しずつ出てきたが，その他のコーナーでは，やはり
一人一人の遊びに終始しがちであった。教師のほうから，
「サーキットをみんなで一緒に回ろう」と言えば，「みん
なで一緒に」という状況はすぐに生まれるだろうが，子
どものほうから「みんなでやると楽しい」という視点の
アイディアが出てこないかと思った。
　朝の会の話では，「大玉」や「もちつき遊び」，「おにごっ
こ」など，体育館でしたいことがいくつか出てきた。遊
戯室で「トランポリン」という希望もあったが，教師側
の提案で，「体育館にトランポリンも持って行けばよい」
として，体育館での「サーキット遊び」をやることになっ
た。
　朝の会で「おにごっこ」を提案したタカヨシ君には，
自分のイメージがあるようだったので，説明してもらっ
た。すると，「おにの前を通って捕まらないように次の
コーナーに行けたら通過，捕まったら前のコーナーに戻
らなければいけない」と言った。おにごっこのスタート
とゴールが分からないと他の教師が言うと，タカヨシ君
はカラーコーンを並べて狭い通路のようなものを作り始
めた。クラスの教師はそんな狭いコースでおにごっこが
楽しいのだろうかと感じたが，まずはタカヨシ君のアイ
ディアを生かそうと思い，とりあえず見守ることにした。
すると，コウヘイ君がそのコーナーを気に入り，何度も
楽しむようになった（写真１）。もともと追いかけ合いが
好きなコウヘイ君だが，決まったコースがあるそのコー
ナーは分かりやすく楽しめるものだったのだろう。
　ここをポイントと捉えたクラスの教師は「みんなで
やってみようか」と提案した。みんなが順番におにごっ
こコーナーに入っては，鬼から逃げるスリルを楽しんだ。
途中でモモコさんが，大玉を持ったままコーナーに入っ
てきた。タカヨシ君は，「やめてください」と困っていた。
タカヨシ君が大玉をコースから追い出し，また別の子が
持ち込むという小さな衝突が起きていた。教師は大玉を
持ちこむのも一つの面白い要素のように感じたが，タカ
ヨシ君がどう対応するのか見守っていた。その日はほど
なく時間がなくなり，次回に持ち越された。（5/10）
　次回の遊びでは，「おにごっこ」のコーナーに，また
大玉を持ち込もうとする子が現れた。困るタカヨシ君に
対し，教師は「みんな大玉が好きだからね」と大玉を活
用できないか投げかけた。すると，タカヨシ君はおにが
大玉を転がしながら追いかけるというやり方を考え出
した。実際にやってみると，大玉が邪魔になり，おに
がうまく追いか
けられず，みん
なが楽々と逃げ
切ってしまった。
「困ったな，どう
しようかな」と
いう表情のタカ
ヨシ君だった。
（5/12）
　朝の会で，「どうやったら遊びがもっと楽しくなるか」
と教師から聞いてみた。ある教師は，「みんなで回る」
という意図を柔らかく込めて，「みんなでやったときは
楽しかったね」と投げかけた。すると，タカヨシ君は「新
しいコーナーを追加する」という意見を出してきた。コー
ナーを増やすという発想は，前年度の遊びでも出てきた
ので，その経験をもとにしていたのだろう。「楽器コー
ナーを追加する」と言ったが，その理由は「ショウ君が
好きだから」と言っていた。これまで教師から「○○さ
んが楽しめるためにはどうしたらよいか」と投げかけた
ことはあったが，タカヨシ君が自分からそういう意見を
言ったことは印象深かった。タカヨシ君の提案を受けて
「楽器」コーナーが追加されることが決まり，ショウ君
は嬉しそうに楽器を持って体育館に向かった。
　体育館では，「楽器」コーナーに人が集まり，好きな
音楽をかけて，思い思いに楽器を鳴らしていた。ただし，
せっかく広い体育館での「サーキット遊び」なのに，ずっ
と座りこんでいてやや物足りないというのが，教師側の
率直な感想だった。また，友だちのやっている楽器とか
音に興味を持ったり，一緒に何かをしようとしたりする
様子も見られなかった。（5/12）
　遊びに少し変化を加えようと，次の遊びの時間に，あ
る教師は，「サーキットのコーナーをみんな一緒に回っ
てみないか」と提案した。その日のみんなの希望は，「大
玉」と「トランポリン」，「もちつき」，「楽器」であり，
それらのコーナーをみんなで順番に回ることにした。
　「大玉」コーナーでは，ろくぼくにつかまりながら大
玉に座って弾み，別の子が回数を数えた。「もちつき」コー
ナーでは，ペアになって杵をつく動きと水をつける動き
が，タイミングよく何回できるかを競った。「楽器」コー
ナーでは，曲のリクエストをみんなに聞いて決め，曲に
合わせて演奏を楽しんだ。ただし，時間がなくなって，
予定していた「トランポリン」コーナーは次回に持ち越
しになった。
　遊びの終わりに，教師は「みんなでばらばらにやるの
と，みんなで一緒とではどっちがいい？」と聞いてみた。
タカヨシ君は「みんなでやると楽しいから全員のほうが
いい」と答えたが，モモコさんは「全部行けるからばら
ばらのほうがいい」と答えた。モモコさんは，自分がし
たかったトランポリンができなかったことが残念だった
写真１　おにごっこコーナー
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　教師側がねらいとしていた「みんなで一緒に楽しむ」
形に少しずつなっていったわけだが，その過程は子ども
の思いに沿ったものだっただろうか。先に述べたように，
教師が「みんなで一緒にやろう」と言えば，話は早いの
だが，それでは子どもたちが自分たちで積み上げた遊び
にならない。教師の思いを投げかけるタイミング，ある
いは投げかけ方は，簡単ではないと思った。
　「おにごっこ」コーナーのように，集団で楽しめる場
面が徐々に見られてきたところなので，もっとそういう
場面が増えてこないだろうかと，私は思っていた。そん
な中で，「みんなで一緒にやったほうがいい」と子ども
が感じられたら，その思いを教師が拾い，そこから遊び
を広げられないかと考えていた。
　他の教師は，タカヨシ君の「コーナーの追加」という
発想だけでは，集団での遊びに発展するのはなかなか難
しそうだと感じ，「一度みんなで回ってみようか」「みん
な一緒と，ばらばらとでは，どちらがいい？」と，一歩
踏み込んで働きかけた。子どもたちは，「みんな一緒」
を経験してみることで，それについて考えるきっかけが
得られた。
　また，「みんな一緒がいいか，ばらばらがいいか」と
問いかけたときに，教師側は「みんな一緒」という反応
をある程度想定していた。そこでモモコさんが，「ばら
ばらのほうがいい」と答えたのは意外だったが，訳を聞
くと納得できるものだった。そこを丁寧に受け止めて，
もう一度やってみて考えるというプロセスを経られたの
は，子どもの思いに沿う上で大事なことだったと思う。
５）「分かれ道を作りたいけど…」（6/14 ～ 6/22）
　みんなで一緒にコーナーを回る形が子どもたちの中で
も定着してきたので，教師たちは更なる発展した形がど
んなものかと考え始めた。前年度の遊びでは，「みんな
で一緒に楽しむ遊び」が，「グループ」で「得点」を競
うゲームに発展していった。前年度の経験があるタカヨ
シ君から，そういう発展形をイメージして，アイディア
が出てこないだろうかという期待があった。
　ただし私は，「グループ」や「得点」が最初にありき
となって，教師の意図を押し付けすぎないように気を付
けようと思った。
　「遊びをもっと楽しくするためにどうしたらよいか」
教師はタカヨシ君にアイディアを提案してほしいと投げ
かけた。そこで，朝の会の時間にタカヨシ君と私の二人
で「遊びをもっと楽しくする方法」を考えることになっ
た。
　私は，「もっと楽しくなるため」のアイディアをタカ
ヨシ君に率直に問いかけてみた。タカヨシ君から出てき
たのが，「おにごっこに分かれ道を作りたい」というも
のだった。「３つの分かれ道があり，逃げるときに分かれ
道の○×が隠されていて，○に進めたらクイズコーナー
で，×だったらおにに捕まってしまう」という発想だっ
た。○×を隠しておくやり方が考えつかないようだった
ので，「○×ではなくて，分かれ道の先にクイズや他の
コーナーを置いてはどうか」と私が話したところ，タカ
ヨシ君は「なるほど」とうなずいた。
　続いて，「グループ」と「得点」については，どう聞
いてみようかと考えた。すでに朝の会のときに，他の教
師から，「グループやペアで得点制にしても面白いよね」
というヒントが投げかけられていた。それを思い出して
もらうと，タカヨシ君は，「おにから逃げられたら１点，
クイズに正解したらさらに２点」や「トランポリンを跳
んだ数だけ点数」という得点のルールをさらさらと答え
てくれた。
　それらのアイディアを他の友だちと教師に提案したと
ころ，他の子どもたちは説明を聞いただけではよく分
かっていない様子だった。他の教師からの反応は，分か
れ道のアイディアは一度やってみようということだった
が，得点のルールは複雑で分かりにくいということで，
もう一度内容を考え直すことになった。
　遊びの時間には，タカヨシ君の指揮のもと，「分かれ道」
のコースにコーンが並べられていった。時間はかかった
が，体育館を全部使った広いコースが出来上がった（写
真２）。３つの分かれ道の先には，みんなのリクエストで
クイズと大玉と
トランポリンが
置かれた。一人
ずつ逃げ，おに
が追いかけ，逃
げ切れたらコー
ナーの遊びがで
きた。おにごっ
こをした後コー
写真２　分かれ道のコース
こともあるようだ。（5/19）
　次回の遊びの相談のとき，教師から再び「みんなで一
緒か，ばらばらか」と聞いてみると，モモコさんは「ト
ランポリンを100回したい」と「ばらばらにやりたい」
意見を言った。それを聞いて，「楽器をもっとしたい」
という意見も出てきた。前回みんなで一緒にやった流れ
も残しておきたかった教師の提案で，この日は，前半は
自由に回って，後半からみんな一緒にやろうということ
になった。
　タカヨシ君は，前年度にやったクイズをやりたいと希
望し，新しい「クイズ」コーナーを担当した。「クイズ」コー
ナーに人が来たら，タカヨシ君が出題し，正解したら次
のコーナーに行けるが不正解だと前のコーナーに戻ると
いう遊びだった。
　ばらばらに自由にコーナーを回った前半は，「クイズ」
コーナーにほとんど人が来なくて，タカヨシ君は退屈し
ていた。そこで，配置場所がたまたま隣だった「おにごっ
こ」コーナーとくっつけて，「おにごっこを逃げた人が
クイズに答える」という「おにごっこクイズ」（後にタ
カヨシ君が命名）を提案した。前年度にやった「平均台
クイズ」という遊びは，平均台を渡り終えたらクイズに
答えるというものだったが，そのイメージがあったのだ
と思う。後半になって，みんなで一緒に「おにごっこク
イズ」をやるとまずまず盛り上がり，遊びの終わりにタ
カヨシ君は「やっぱりみんなでやったほうが楽しい」と
感想を言った。トランポリンを存分にできたモモコさん
も，「みんなで一緒がいいです」という感想だった。（6/1）
74― ―
加納　佳晃
　これまでもそうであったが，遊びは，タカヨシ君のア
イディアに教師がアドバイスし，みんなが楽しめる形に
修正していくという流れが鮮明になってきた。教師たち
のアドバイスは，他の子どもの思いを引き出してヒント
にするようにして，タカヨシ君が友だちの思いに気が付
くように働きかけていた。タカヨシ君は，自分のアイディ
アで遊びを作り上げていく有用感を感じていたと思う。
　これまでの「サーキット遊び」とタカヨシ君のアイ
ディアの「枝分かれおにごっこ」は，図２のとおりであ
る。分かれ道を作る発想は，元々教師の意図しないもの
であったが，そこから「ペア」と「得点」という方向を
生み出すことができた。その上で，元の「サーキット遊
び」の形に落ち着いた。
　私としては，「分かれ道」もなかなか面白く感じたが，
タカヨシ君がそれを止めることに納得しているならば，
とりあえず様子を見ようと思った。また，クラスの他の
教師に対しても「分かれ道」の方向をもう少し検討して
はどうかと投げかけようか考えたが，その教師のイメー
ジする形も理解できたし，子どもからの疑問は出てこな
かったので，その教師の思考に沿いながら様子を見よう
と思った。
　７月終わりの夏季研究会で，１学期の遊びを振り返る
機会があった。そこで，２組の他の教師から，タカヨシ
君の「枝分かれおにごっこ」の発想を十分に生かしてい
なかったのではないかという思いが聞かれた。実践の最
中では，それぞれの教師が「こうしたい。こうしよう」
という思いが強いので，少し視点を変えてみるというこ
とはなかなか難しいと思う。実践を改めて振り返ること
で，そういう気付きが生まれたことは意義深いと感じた。
６）みんなが楽しめる「Ｔ字おにごっこ」へ
（9/2 ～ 9/21）
　夏休みを経て，子どもたちの遊びへの意識はどうなっ
ているだろうか。時間を置いたことで，子どもたちの思
ナー遊びをするので，一人ずつやると随分時間がかかっ
た。（6/14）
　次の日は，教師側から「時間がかかるから，２人ペア
でやってみようか」と提案すると，タカヨシ君は「なる
ほど」と受け入れ，ペアでやってみることになった。また，
「逃げられたら１点，コーナー遊びができたら１点」とい
う簡単な得点ルールをタカヨシ君にアドバイスし，取り
入れてやってみた。
　ペアごとに「おに役」と「逃げる役」になり，合図と
ともに２人同時に逃げて，それを２人で追いかけた。おに
ごっこでの得点とコーナー遊びでの得点を1ペアが遊ぶ
ごとにみんなで確認し，最後にみんなで総得点を計算し
て，「１位○○ペア，２位○○ペア」と順位を発表した。
おにごっこやコーナーの遊びそのものはみんな楽しめた
ようだが，いつ逃げてどうなればコーナーの遊びができ
るのか，遊び方の仕組みは多くの子が，まだ分かってい
なかった。
　枝分かれのコースは，真っすぐと左右に３方向になる
わけだが，多くの子は逃げるときに真っすぐ逃げようと
し，左右の分かれ道の先にやりたいコーナーがあっても
そこに行かなかった。また，コーンを並べるのにも随分
時間がかかったし，おにごっこで捕まった人はコーナー
遊びができず退屈してしまった。教師側はそういう問題
点を感じていた。(6/15)
　翌日の朝の会では，別の教師がそれらの問題点をタカ
ヨシ君に考えてもらいたいと思い，今度はタカヨシ君と
その教師で遊びの相談をすることになった。その結果，
「枝分かれおにごっこ」は，いろいろな問題があるので，
分かれ道のない「おにごっこクイズ」に留め，基本は「サー
キット遊び」の形に戻すことになった。「みんなでする，
ペアで対戦，得点」は生かしていこうということで，そ
れぞれのコーナーに得点のルールを作り，ペアで総合得
点を競う形が提案された。（6/16）
　タカヨシ君は各コーナーのルールを一つ一つ考え，み
んなに提案していった。タカヨシ君のアイディアは，家
庭でのゲームなどの影響もあり独特の面白みがあった
が，複雑でみんなには分かりにくいところもあった。教
師のヒントも得ながら，全部のコーナーを３得点までに
統一したり，コーナーの制限時間を30秒間の音楽が鳴っ
ている間としたり，「みんなが分かりやすいルール」を
作っていった。ルールの説明をコーナーごとに画用紙に
表すために，昼休みも使って大忙しという感じだったが，
自分の役割と感じていたのか，昼休みでも嫌がらずに取
り組み，作成したルールをみんなに説明するときは，生
き生きとした表情だった。（6/21，6/22）
図２　「サーキット遊び」と「枝分かれおにごっこ」の場面図
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いを再確認できる機会でもあると考えた。そこで，まず
初めの遊びでは，ペアも得点もなしで「みんなのしたい
ことやってみよう」と投げかけてみることにした。
　子どもたちからは，「大玉」，「フラフープ」，「トラン
ポリン」，「楽器」をして，最後にみんなで「おにごっこ
クイズ」がしたいという希望が出てきた。みんな１学期
の遊びを思い出しながら，ひと通り楽しむことができ，
タカヨシ君はフラフープを遠くに転がす技を練習して，
みんなに披露していた。「おにごっこクイズ」は時間切
れでできなかったので，次の日にやりたいという声が聞
かれた。（9/2）
　次の遊びは「おにごっこクイズ」からということをみ
んな覚えていた。そこで，子どもの思いを確認してみよ
うと，クラスの教師は「分かれ道にしたいのか，一本道
か」聞いてみた。タカヨシ君だけでなく，コウヘイ君な
ども「分かれ道がいい」と答えたので，それでやってみ
ることになった。また，「ペア」や「得点」のルールに
ついて確認すると，したいという希望があり，それを取
り入れることになった。
　久しぶりのコースづくりで時間はかかったが，タカヨ
シ君の指揮のもと子どもたちだけでなんとか形にでき
た。コーナーは，「クイズ」「大玉」「フラフープ」が置
かれた。おにごっこで捕まってしまった子は，コーナー
の遊びはできないルールだったが，教師が子どもたちに
確認してみると，それはかわいそうだということで，最
後にもう一回チャンスを用意することになり，結局全員
がコーナー遊びをできた。（9/5）
　次の日の話し合いでは，「おにごっこクイズ」，「楽器」，
「もちつき」という希望が出てきた。「ばらばらに置く」
のか「枝分かれにする」のか子どもの思いを確認すると，
多数決で「枝分かれ」が多かったので，再び「枝分かれ
おにごっこ」をすることになった。「もちつき」コーナー
は一人ではできないルールだったので，どうするか聞く
と，逃げた先が別々でもペアで協力してもちつき遊びを
するという意見が聞かれた。タカヨシ君が率先して意見
を言うが，他の子も少しずつ思いを言えるようになって
きて，この遊び方にも見通しを持ててきたようだ。ただ
し，やはり真っすぐ逃げようとする子が多く，希望のコー
ナーに行けていないように見受けられた。（9/6）
　「枝分かれ」の形がよいのか，「ばらばらに置く」形が
よいのかが，教師にとっても悩みどころとなった。子ど
もたちの本当の思いはどこにあるのだろうか。
　クラスの教師は「枝分かれか，サーキットか」という
悩みを正直に子どもに投げかけた。そして，両方の経験
を通して，それまで教師が抱いていた問題点を子どもと
共有しようとした。それによって，子どもは「分かれ道」
でみんなが楽しめること，「Ｔ字」がより並べやすいこ
とを自分たちの体験で納得できたのではないか。
　「Ｔ字おにごっこ」ができるまでの，子どもと教師の
合意形成の過程で，教師は子どもの本当の思いを捉えよ
うと注意を払ってきた。教師からの働きかけも，それを
子どもがどう受け止めるのか慎重に見極めようとした。
　夏季研究会での振り返りによって，子どもの思いを今
一度見直してみようと考えたことが，２学期以降に子ど
もの思いに改めて沿おうとする教師の姿勢につながって
いったように思う。
　
７）「絶対に負けたくない…」（9/8 ～ 9/28）
　タカヨシ君にとっては，自分のアイディアをもとにみ
んなが楽しめる遊びが出来上がっていった経験から，自
信と達成感を得られたことと思う。準備から進行まで自
分から取り仕切ろうとする姿から，リーダーシップを発
揮することの面白さを感じていたように思った。
　一方でこの時期から，タカヨシ君の，勝ちたい気持ち
にこだわるあまり周りが見えなくなったり，気持ちが調
整できなくなったりする姿がしばしば見られるように
なってきた。前節と時系列が重なるが，タカヨシ君のそ
のような場面を抽出して取り上げたい。
間を置いた。すると，考え
込んでいたタカヨシ君が，
「じゃあＹ字にしましょう
か」という案を出し，ボー
ドに書いてみんなに見せた
（写真３）。これだと，どち
らかの遊びもコースによら
ず選びやすいので，それま
での問題が解決できるグッ
ドアイディアだと教師は
思った。
　実際に遊びの時間に並べてみると，３方向よりは並べ
やすく，時間がかからなかった。また，逃げる際には真っ
すぐがなくなったので，２つのコーナーのどちらかを選
びやすくなった。そうやってみんなが楽しめるように
なったことを教師は強調してタカヨシ君に話した。遊び
を終えたタカヨシ君は，「コースは少し簡単になったけ
ど，面白かった」という感想を言った。（9/12）
　コーンをＹ字に何回か並べるうちに，次第にＹの斜め
の角度が直角に近くなっていった。それは，体育館の床
の線に沿わせて並べようとしてしまうことによる。教師
が「Ｙ字っていうよりＴ字だね」と言うと，タカヨシ君は，
「ほんとはY字に置きたいんだけど，最近そうなっちゃう
んだよね」と話す。モモコさんは「T字の方がいい。真っ
すぐになっていると並べやすいから」というのを聞いて，
タカヨシ君は「なるほど，じゃ T字で」と考えを切り替
えた。遊びの名前も「T字おにごっこ」に決まった。（9/21）
　翌日の相談では，「分かれ道のおにごっこでは，逃げ
るのが難しくないか」とクラスの教師が投げかけた。そ
して，もう一度「ばらばらに置くサーキット」もやって
みて，「枝分かれおにごっこ」とどちらがよいか考えて
みようと提案した。（9/7）
　「サーキット」の形をもう一度経験した上で，どちら
がよいか聞くと，タカヨシ君とモモコさんはそろって「準
備が大変だから枝分かれじゃないほうがいい」と答えた。
確かに大変さは感じていたと思うが，「準備が大変で時
間がかかる」というのは，これまで教師がしばしば投げ
かけてきたことでもあったので，子どもの本音か，教師
の意図を読んだものなのかと考えた。クラスの教師もす
ぐに結論を出さず，「並べ方が難しいよね」と考える時
写真３　 「Y字」を提案す
るタカヨシ君
76― ―
加納　佳晃
　タカヨシ君の「勝ちたい」ための試行錯誤や勝てな
かったときの悔し涙は，自然な感情であろうが，自分の
思いを何とか遂げようとするタカヨシ君の姿は印象的
だった。教師たちはその気持ちに理解を示した上で，公
平性や他の子から見てどうかという視点で，タカヨシ君
にアドバイスしたり，意見を考え直してもらったりした。
　タカヨシ君の考える工夫が，自分が勝つために行われ
ることが目立つようになったのは，この遊びが自分の思
いが詰まったものであったからこそだろう。しかし，思
いが通らなかったときに感情的に泣いてしまう姿を見る
と，これまで「みんなで楽しめる」ためにアイディアを
出してきたときとの必死さの違いが目につく。タカヨシ
君が本気で試行錯誤するのは，やはり「自分が勝ちたい」
ためであることを，実態として捉えなければならないと
考えた。
　タカヨシ君の思いに対して，教師が他者からの視点を
投げかけることで，気持ちを調整する力をつけてほし
かった。気が済むまで悔しがるときもあれば，周りの人
から見てどう思うか考える機会もあったが，そういう場
面を繰り返しても，いざ負けることに直面すると，平常
心でいられず，涙ぐむほどの気持ちの高揚を抑えられな
い。むしろそういう状況を作らないほうがいいのだろう
かとも思ったが，タカヨシ君のそういう特性にじっくり
付き合っていく他ないと感じた。
８）遊びに来た友だちをもてなしたい（10～ 12月）
　タカヨシ君の居住地の学校から交流学習に来校した５
人の友だちを迎え，２組のみんなと一緒に「Ｔ字おにごっ
こ」で遊ぶ機会があった。
　人数が増えるのでどうするか事前に相談したところ，
タカヨシ君は３人チームが４つでやる方法を考えることが
できた。当日は基本的にタカヨシ君に進行を任せると伝
え，前日も当日の朝も何度も説明の練習をしていた。本
番はたどたどしい面もありながら，責任感を持って，ルー
ル説明から進行の段取りまでこなし，みんなで「Ｔ字お
にごっこ」を楽しむことができた。人をおもてなしす
るというときに，タカヨシ君は力を発揮しようとする。
（11/7）
　毎年11，12月に行われる「クラス開放遊び」は，他の
クラスの遊びに参加したり，他のクラスの友だちが自分
のクラスの遊びに参加したりする形をとる。
　参加者が増えるので人数拡大バージョンのルールを考
えたり，初めての人がおにに捕まってコーナー遊びがで
きないのはかわいそうだと，みんなが参加できる形に修
正したりした。先の交流会もモデルになったが，これま
での遊びを再構成する機会になった。コーナー遊びを決
めるとき，タカヨシ君は，自分の希望ではなく他のクラ
スの友だちの希望がかなうように，遊びを選んでいた。
そこには，「他のクラスの友だちに楽しんでもらいたい」
という気持ちが感じられた。（12/1）
　自分たちで作り上げたものをだれかに発表するとき，
タカヨシ君は自分の勝ち負けを超えた充実感を得られて
いるようだった。自分のアイディアで他の友だちが楽し
んでくれる嬉しさは，教師が意図するまでもなく，タカ
ヨシ君の純粋な喜びであると感じた。その子の本質が生
きる場面を教師が用意できれば，後は静かに見守ってい
てもよいのだと思った。
　タカヨシ君は人前で発表するときに力を発揮する。そ
れでも，自分が作り上げてきた遊びであるからこそ，自
分の言葉で説明でき，場面に応じて作り替えることがで
きたのだろう。日々の一歩一歩の実践が，子どもの中に
どれほど残っているかは，このような場面で現われてく
るのだと思った。
５．実践を振り返って
１）子どもの思いに沿った実践とは
　子どもの本当の思いから生まれた行動が，主体的な学
びにつながると考えると，「子どもの思いに沿う」とい
うことは，多くの教師が大事にしていることだろう。本
校の遊びも子どものやりたいことから始まることを基本
としている。
　ただし，教師は「子どもの思い」を大事にする一方で，
「子どもにこうなってほしい」という願いを強く持って
おり，その働きかけは，時に子どもに大きな影響を及ぼ
す。それは，経験と成長の機会ともなりうるが，子ども
が自分から活動に向き合おうとする主体的な学びとなっ
　タカヨシ君は，「フラフープ転がしで投げた距離によっ
て得点が決まる」という急なルール変更を提案してきた。
タカヨシ君はフープ転がしが得意なので，高得点を狙い
たかったのだと思う。「翌日の朝の会でみんなで相談し
てからにしよう」と，話し合いの手続きを経るように他
の教師は伝えた。「もちつき」コーナーでは，ペアの子
とリズムが合わず，きねに手が当たってしまい得点がな
しになった。タカヨシ君はセーフだと主張したが，教師
のアウトの判定で泣き出してしまった。（9/8）
　タカヨシ君は，おにに捕まり，コーナー遊びができな
くなってしまった。「もう１回やらせてください」と言う
が，みんな公平にということでかなわないと，大変悔し
がって泣いてしまった。フラフープの技で逆転しようと
いう思いを強く持っていたのだろう。（9/14）
　タカヨシ君は，「クイズコーナーでは間違うまで何回
でもクイズができる」とルール変更を主張した。それま
ではクイズは３回までというルールだったが，得意のク
イズでたくさん得点を取りたいという思いだったのだろ
う。（9/15）
　ペア決めの際にタカヨシ君はだれとペアになるかもさ
ることながら，どこの係にだれが来るかをよく気にして
いた。それは，おにごっこで足の速い子に追いかけられ
ないように調整しようという作戦だった。計算通りにい
かず，捕まってしまったときは，取り乱して泣いてしま
うことがあった。（9/16）
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子どもの思いに沿って作り上げる遊びの実践報告
ているのか，よく吟味される必要がある。
　本実践では，教師は子どもに様々な提案を投げかけ
た。子どものアイディアをもとにしながら，時には実践
を引っ張り，方向修正し，子どもと共に実践を作り上げ
ていった。タカヨシ君に対しても，アイディアを生かし
つつ，周りの人の思いに気づくように投げかけ，子ども
同士の係わり合いの中から学び合いが生まれるような場
を設定し，独りよがりな考えに対しては，疑問の声を投
げかけることもあった。
　それらの教師の行為は，子どもに対する願いを込めた
教育的な意図を伴う働きかけである。教師が理想とする
実践の展開をイメージし，子どもをいかに生かすか手立
てを講じていく。しかし，子どもが教師の思いから逸れ
た行動をとったときに，それをどう受け止めて子どもに
返していくかは，重要な視点であろう。
　本実践では，教師は自分の意図を示しつつも，子ども
の声を受け止め，子どもの思いの背景にあるものは何か
考えた。子どもの思考のプロセスを重視し，教師側の想
定を軌道修正することもあった。子どもに考え直してほ
しいときも，いったん経験する機会を設け，子どもが納
得できるようにした。
　子どものほうも教師の思いを受け止めながら，自分の
考えを表出し，その受け止められ方によって，考え直す
機会を得，新たな気づきが得られることがあった。この
実践報告の中では，子どもと教師のお互いの思いが歩み
寄るプロセスがよく現われていたのではないかと考え
る。
　それはまた，教師同士のやりとりについても同じこと
が言える。子どもの思いの捉え方，子どもへ働きかける
タイミング，様々な手法は，教師によって決して一様で
はない。様々な教師がそれぞれの思いで実践にかかわっ
ている中で，どれだけお互いに思いを理解し，歩み寄る
ことができるかが，子どもとの関係と同様に実践を作り
上げていく上での鍵であると考えた。
　実践において，または子どもにとって，教師の影響が
大きいのは当然のことである。教師がそれを自覚し，子
どもが本当はどういう思いを持っているのか，時々踏み
とどまりながら，実践を振り返って見直す視点を持つこ
とで，「子どもの思いに沿う」実践の過程をたどり，子
どもの主体性をはぐくむことができるのではないかと考
える。
２）プロセスを重視した実践報告のあり方
　この実践報告を書くにあたって，私は，次の３点を丁
寧に書こうと考えていた。まず，子どもの様子から子ど
もの思いを教師がどう捉えたか。そして，子どもに対し
教師がどういう意図を持って係わったか。最後に，子ど
もの行動を後にどう跡付けたか。それによって，実践の
過程がより詳細に，真実味を持って表すことができるの
ではないかと考えた。
　子どもの姿を詳細に表わそうとすると，その背後にあ
る教師の働きかけが及ぼす影響の存在に気が付く。教師
がどのような教育的意図をもって子どもに働きかけたの
かは，その都度明らかにされていることが，読み手が実
践を読み解くための大きな手掛かりとなる。教師の悩み
どころは実践の転換点と捉え，考えが右往左往したとし
ても，その思いをできるだけ正直に記した。それによっ
て，実践の読み手がこの実践を自身の立場に置き換えて，
実践の過程を追うことができるのではないかと考える。
　その上で，本実践報告を読んだ人がこの報告の価値を
判断してもらえればと考える。大泉溥氏は著書「実践記
録論への展開」の中で，実践の読み方について「正解は
一つではない」としている。「『これを書いた人が，結局
は，何を言いたいのか？自分ならどうするだろうか？』
と考えて，その点で素直に共感したり，『なんでなの？』
と疑問に思い，また違和感を感じたところを出し合いな
がら，実践の到達や共通の課題を確認していく」と述べ
ている。
　本実践報告において，私の伝えたいことを主張する一
方で，実践の過程から，読み手がどう読み解くか余地を
残しておきたい。読み手の視点で実践を捉え直し，私の
言いたいことやその根拠となった子どもの姿の捉え，教
師の働きかけの是非について，私の視点と異なる新たな
気付きが生まれることを期待したいと考えている。
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